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１． はじめに 
本高専に「工学基礎コース」が誕生して３年が経過しようとしている。同時に、第１学年は混
合学級４クラス(ＦＩ～Ｆ４クラス)と「工学基礎コース」１クラス(Ｆ５クラス、Ｆ５も混合クラ
スである)の５クラス編成できている。第１学年は全クラス共通のカリキュラムであり、「ものづ
くり科学 (３単位)」、「コンピュータ科学入門 (２単位)」、「製図(１単位)」の３つの専門科目を
履修する。 
「コンピュータ科学入門」では、学期の始まる前に我々授業担当者が集まり、前年度の総括を
踏まえて、授業や演習の実施内容、講義のあり方、進め方などを綿密に打ち合わせ、共同して講
義ノートを準備している。それだけでなく、前期・後期の中間まとめ（中間試験最終日に実施さ
れる）の前には期間中の各クラスの授業と演習の進行状況などを確認しあっている。さらに、後
期開始前には、授業日程を見ながら、細かい調整を行っている 1)。 
昨年度の本広報では、平成１８年度における「コンピュータ科学入門」における総合情報処理
センター(以下、センター)を利用した演習の取り組みを紹介した 2)。今回は、センターを利用す
る演習だけでなく教室での演習も含めて、昨年度からの変更点を踏まえながら紹介する。 
 
２．「コンピュータ科学入門」の演習 
２．１ センター利用の導入 
 導入段階の２週（２コマ）を使って Windows の利用、ファイル操作、Web 検索、電子メールな
ど基本的なセンターでのパソコン利用を習得する。１週目は、始めにセンターの利用法と利用マ
ナー、教育用システムの構成などを説明する。パソコンの基本操作を習得した後、クラスの学生
が共用して使うネットワークドライブの使い方なども学ぶ。２週目は、電子メールの利用とマナ
ーについて学習し、本校の学生用 Web メールシステムを利用して電子メールの基本操作と利用方
法を習得する。 
 
２．２ コンピュータ基礎及び情報セキュリティの学習 
 前期中間まとめまでに、情報リテラシーとは、情報セキュリティポリシー、コンピュータの歴
史、ハードウェア及びソフトウェアとは、コンピュータの基本構成、ＯＳとアプリケーションソ
フト、コミュニケーションの変遷、コンピュータネットワークの概要など基本的な事柄を数多く
学習する。前期中間まとめにおいて、ここまでに学習した内容を関連づけながら情報セキュリテ
ィに関するニュース等をまとめ、レポートで提出させている。このレポートでは、この授業での
最初のレポート課題であり、じっくりと考え、自分でまとめることを重視しているので、「手書き」
でレポートを書き上げることにしている。 
２．３ 文書処理演習 
２週（２コマ）の中で文書処理の目的や意義について講義し、その後、２つの文書処理演習を
行っている。ここでは、目的とする文書が意図したとおりに作成できること、及び文書処理にお
いて数式が表現できることを目標にしている。演習では、Microsoft Word を利用する。 
１週目は、「自己紹介票」を作成する。昨年度までは、「名刺」の作成を行ってきたが、文章を
記述するという要素が少なかったので、今年度は「自己紹介票」に変更した。あらかじめ教員が
準備したレイアウトが設定されたテンプレートファイルをコピーして、必要項目を記入させてい
る。さらに、「自己紹介票」の中に、自分の似顔絵、自宅近辺図、通学方法など工夫を凝らして作
成した絵を貼り付けさせている。 
２週目は「文書内で数式を表す」である。課題で提示された数式を含む文書をコピータイピン
グし、文書内に埋め込まれた数式を数式エディタで表す。昨年度までは、演習の中で現れる式や
記号にとまどいや混乱を学生側にもたらすことがあった。そのため、今年度はその内容を若干見
直した。 
 
２．４ データ処理演習 
４週（４コマ）で表作成とデータのグラフ化のデータ処理ができることを目標に演習を行って
いる。１週目の始めに、表作成とデータ処理の目的や意義、表とグラフの効果などを講義する。
気象庁より提供されている天気データを参考にして、前半２週で表の作成、後半２週でグラフの
作成を行う。演習では、Microsoft Excel を利用する。 
表作成では、条件つき書式や平均値、最大値、最小値の算出、条件に合致したものの個数計算
など、関数を使った基本的なデータ処理までを習得する。次に、先に作成した天気データの表を
用いて、課題で指定された項目についてグラフの作成を試みる。グラフの作成では、目的用途に
よって種々のグラフ表現ができることを理解し、データラベルの設定、軸の書式設定、タイトル
とラベルの設定などを通して適切で、見やすく分かりやすいグラフの作成ができることを目指し
ている。今年度は、福井、金沢、彦根の３都市の気象庁提供の天気データを準備し、学生が自分
の出身地に近い所のデータを利用できるようにした。 
 
２．５ プレゼンテーション演習 
プレゼンテーション能力の育成を意図し、「心を射る」プレゼンテーションができることを目標
にして演習を５週（５コマ）で行う。始めに、プレゼンテーションとは、よいプレゼンテーショ
ンとは、プレゼンテーションの仕方などを講義する。演習を通じて、ここでは少人数のグループ
による協調作業を体験させている。演習では、Microsoft PowerPoint を利用する。 
演習は、１班３人(クラスの人数により４人編成もある)で、昨年度と同様、「工学分野における
ものづくりの発展またはものづくりの歴史」という大きなテーマで、各班が発表すべき内容とそ
のテーマを決め、プレゼンテーション・スライドを作成し、プレゼンテーション発表を行う。 
演習最後の５週目で、各班が５分程度の発表時間、１分程度の質問時間でプレゼンテーション
発表会をセンター演習室でクラスごとに行った。発表会では、各自が自班の発表を除いて、内容
の分かりやすさ、スライドの見やすさ、話し方の速さ、身振りなどの活用度、ペースと時間厳守、
総合評価（好感度）を３段階で評価する。 
 
毎回の演習では、作業報告書の作成を課している。５週間の演習をまとめる目的で、発表内容
の企画、作業計画、作業分担、作業報告、スライドのデザイン構成の概要図、プレゼンテーショ
ン・スライド、発表用原稿、参考文献・参考ＵＲＬなどをまとめた報告書文書を班ごとに作成し
たものを提出させている。また、演習でのまとめと感想をプレゼンテーション・スライドの形式
で一人ひとりに提出させている。表１に蘆田が担当するＦ５クラスでの発表タイトルを示す。 
 
表１．プレゼンテーション演習 Ｆ５クラスの発表タイトル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．６ Web ページ制作演習 
 情報発信能力の育成を目的に Web ページ作成の演習を行っている。４週（４コマ）と後期中間
まとめの時間（５０分）で演習を行っている。１週目と２週目で、WWW による情報発信、WWW の仕
組み、Web ページの仕組み、HTML 文書の構造、HTML タグなどを講義する。演習のテーマは、各自
の地元または地域を紹介する Web ページの作成である。制作した Web ページは学外へ公開しない
が、著作権などを考慮して作成することを促している。この演習を通じて HTML 文書の構造と HTML
タグを理解できることをねらっているので、HTML 文書の作成は秀丸エディタでタグを直接入力さ
せている。Web ページの閲覧には、Firefox を使っている。 
 演習での作業内容や次回までにやりたいことや次の予定などを毎回、報告書に書いて提出させ
ている。また、Web ページの作成が終った後に、Web ページ作成の目的及びその理由、作業計画、
作業の実施内容、Web ページの構成・デザインなどを報告書レポートにまとめ提出させている。 
次のデータ表現の授業時間の一部をとってクラス学生の作品をお互いに閲覧し、評価して、よ
いと思う作品のいくつかを持ち点１０点を配分して投票することを行っている。表２に蘆田が担
当するＦ５クラスでの Web ページ作品のタイトル一覧を示す。 
 
２．７ データ表現 
 ２週の授業で、始めにコンピュータの基本構成を復習し、情報のデジタル表現、１０進数、２
進数、８進数、１６進数、１０進数と２進数（８進数、１６進数）の相互変換、２進数と１６進
数（８進数）の相互変換などを講義する。ここでは、数の相互変換を中心とした演習問題を取り
組ませている。 
 
２．８ アルゴリズム入門演習 
 ２週の授業で、始めにアルゴリズムとは何かを講義し、例題によってフローチャートの書き方、
フローチャートの検証などを講義する。プログラム作成にとって必要となる問題解決、データの
班番号 発表タイトル 班番号 発表タイトル 
１ 携帯電話の発展と歴史 ８ クルマの発展 
２ いろんなＯＳについて ９ 電話の発展 
３ レーダ（電探）の歴史について １０ 飛行機の歴史と発展 
４ 船の歴史 １１ 電子レンジについて 
５ 携帯電話の歴史と発展 １２ 電話の発展 
６ 電気の歴史 １３ 光通信について 
７ 「ＨＯＮＤＡ」について   
入出力と処理の手順を確立するための基本的な事柄をフローチャート作成の演習によって習得す
る。 
基本的なフローチャート作成の問題を用意し、その問題を解くためのプログラム作成のために
フローチャートに記述し、さらにフローチャートを検証してレポートで提出させている。フロー
チャート作成の問題を表３に示す。 
 
表２．WWW による情報発信 「地元(地域)の紹介」F5 クラス Web ページタイトル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ フローチャート作成の演習課題 
１(必須) 円周と円の面積を求める（必須） 
２（指定されたど
ちらか） 
① 買い物の合計金額、支払額からおつりを求める。 
② ＢＭＩと肥満度を計算し、肥満度を判定する。 
３(一つ以上) ① 最大値と最小値を求める。 ④ うるう年かを判定する。 
② 直角三角形かを判定する。 ⑤ ５個の数を大きい順に並べる。  
③ 三角形の面積を求める。 
 
３．おわりに 
コンピュータ科学入門の授業では、講義とその内容に関連付けて演習を取り入れている。学習
内容の定着をできるだけ図ろうとすれば演習を盛りだくさんに、時間を多く取りたくなる。しか
し、本科目が目標とする授業内容もどれ一つとして欠かすことができないものばかりである。 
担当者同士が知恵を出し合って、今年度の内容を踏まえながら演習及び講義の内容を精選させ
て、内容が深く、密度の濃い授業を実践していきたい。 
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